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〔海の状況（5／16～6／15）〕 

・神子地先の表面水温…17.9℃～22.1℃（平年差0.4℃～1.8℃）の範囲で平年より高く推移した。（図1） 

・米ノ地先の表面水温…6/3（温度 18.4℃ 平年差-1.2℃）に平年を下回ったが、その日を除いて 16.9℃～ 

21.8℃（平年差-0.1℃～2.0℃）の範囲で平年を大きく上回り推移した。（図2） 

 

 

 

・若狭湾および周辺海域の水温分布は水深 50ｍ、水深 100ｍでは沿岸域の一部で前年より高い海域（水深 50m    

14～16℃ 水深100m 12～14℃）がみられた。水深200ｍでは前年より低い海域（0～2℃）がみられた。 

 

図3．若狭湾およびその周辺海域の水温分布図（日本海区水産研究所の日本海漁場海況速報より抜粋） 
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日本海区水産研究所から2016年5月～9月の日本海マアジ長期漁況予報が発表されましたので、概要をご紹

介します。（本予報は、日本海区水産研究所ホームページ〔http://www.fra.affrc.go.jp/〕からも閲覧するこ

とができます。） 

 対象海域：日本海(島根県～新潟県) 

 対象漁業：まき網、定置網 

 対象魚群：0～2歳魚(2014～2016年級群) 

 今後の見通し：日本海西部は1 歳魚が主体で、夏以降は0 歳魚の割合が増加し、全体 

の来遊量は前年を下回る。中北部は0 歳魚と1 歳魚が中心で、来遊量は前年を下回る。 

〔県内の漁模様：4月〕 

  2016年4月の県内の総漁獲量は1805tで、昨年同月を91t下回った。  

 〔定置網〕 

  漁獲量は1205tで、昨年同月を141t上回った。アジ類、ブリ、サワラ等は昨年同月を上回り、マイワシ、ツバス、

マダイは下回った。 

 〔底びき網〕 

  漁獲量は375tで、昨年同月を224t下回った。スズキ、アナゴ、スルメイカ等は昨年同月を上回り、アカガレイ、

ハタハタ、ホタルイカ等は下回った。 

 〔釣り・その他〕 

  漁獲量は225tで、昨年同月を9t下回った。サヨリ、サワラ、アマダイ、タコ類等は昨年同月を上回り、マダイ、

キダイ、スルメイカ等は下回った。 

 

〔近隣府県の漁模様〕 

（漁獲状況…石川県：5月の定置網の1日あたりの漁獲量。京都府：5月のJF京都漁連舞鶴地方卸売市場へ水揚げされた定置網の1日あたりの漁獲量。兵

庫県：4/30-5/27の余部定置網の1日あたりの漁獲量。鳥取県：5月中旬～6月上旬のまき網の1統あたりの漁獲量。） 

 石川県…定置網…マイワシ41.0t、マアジ8.4t、ウルメイワシ7.0t、サバ4.4t、サワラ類4.4t、ブリ3.8t 

 京都府…定置網…マアジ3.4t、カタクチイワシ3.1t、ブリ（ブリ・ハマチ）2.6t、スズキ1.3tサワラ類1.2t、マグロ類0.1t 

 兵庫県…定置網…マアジ394kg、ハマチ85kg、スズキ38kg、フグ11kg、サワラ8kg 

鳥取県…まき網…マイワシ54.6t、マアジ6.9t、マサバ2.8t、ウルメイワシ2.4ｔ、ブリ類1.9t 

平成28年度 日本海マアジ長期漁況予報 
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福井の海でもマハタの養殖は可能です！ 
 

マハタ養殖試験で好成長！ 今年の種苗生産試験開始！ 
 

マハタは暖海性の高級魚で、主に四国など太平洋

側で養殖されていますが、福井県では冬に海水温が

低くなるため、養殖が困難とされてきました。 

福井県水産試験場では、福井県でマハタの養殖を

可能にするため、平成26年度からマハタの種苗生産

と養殖に関する研究に取り組んでいます。そして現

在、水産試験場の生簀で、26年度に種苗生産した魚

を用いた養殖試験を行っています。 

福井水試で考案しているマハタ養殖は、マハタの稚魚を1年間陸上水槽で育て、ちょうど満

1才にから海の生簀で養殖を行うというものです。陸上水槽では冬期に閉鎖循環式飼育システ

ムを用いて加温し、低コストで大きな魚を生産する研究も行っています。大きな魚から養殖を

開始することで養殖期間の短期化と安定した養殖が可能になると考えています。 

養殖試験は27年5月29日に、平均172～215gに育った魚を用いて開始しました。試験区は自

動給餌器で毎日餌を与えた自動給餌区と、2日に1回餌の喰いを見

ながら餌を与えた手撒き区を設け、自動給餌区は、餌を多く与え

た区（Ａ）とやや少ない区（Ｂ）を設けました。養殖開始から1

年後の28年5月20日に計数、測定をしたところ、生残率は98.1～1

00％が得られ、平均体重は595～719gで最大サイズは1kgを超えて

いました。特に、冬期の低水温期には餌を食べなくなり、成長が

止まるのではないかと心配しましたが、餌の量を適量に調整して

与えれば、冬期も毎日摂餌し、順調に成長することを確認しまし

た。冬期の成長は、毎回餌の喰いを観察しながら給餌量を調整し

てきた手撒き区が最も良い成長が得

られました。 

これらの結果は、冬に水温が下が

る福井の海でも、マハタ養殖を安全に

行うことができ、しかも良い成長を得

ることが可能であることを示してい

ます。 

この養殖試験はもう1年継続し、2

年間の養殖でどのくらい大きな魚を

生産することができるか調べる予定

です。 

また、今年の種苗生産も始まりま

した。試験場で飼育している親魚から、

昨年に続いて今年も採卵することに成功しました。卵質も上々で、無事に計画していたふ化仔

魚数を飼育水槽に収容することができました。初期の危険な時期も半分経過し、今のところ順

調に生育しています。現在はまだ6mmほどで、肉眼での観察が困難な大きさですが、9月頃に

は10cmくらいにまで成長すると思われます。      （技術開発グループ 畑中 宏之） 

マハタ 

図１ マハタ養殖試験区の体重変動 
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表１ 試験区の生残率

試験区

自動給餌区Ａ 97.80%

自動給餌区Ｂ 100.00%

手撒き区 98.10%

平均 98.63%

生残率



九頭竜川におけるサクラマス増殖の取り組みについて 

 

九頭竜川といえばアユの友釣りというように、昔から初夏の風物詩として解禁の様子が新聞などで取り上げられま

すが、サクラマス釣りでも九頭竜川が有名なのはご存知でしょうか。サクラマスは、サケの一種で、北海道・本州・

朝鮮半島・シベリア地方の沿岸や河川に生息します。本県でも大型のサクラマスが毎年海から遡上してきます。サク

ラマスとヤマメは同じ種類で、サクラマスの幼魚や海には降りず一生を河川で生活するものを、ヤマメと呼びます。 

九頭竜川は、昭和63年ごろから釣り人の間で「サクラマスの聖地」といわれるほど全国的に有名で、「ルアー」や

「フライ」によるスポーツフィッシングを楽しむために、毎年約5千人もの釣り人が訪れています。九頭竜川サクラ

マス釣りのブランド力を高めるため、平成19年から県と地元の漁協が事業主体となり、九頭竜川サクラマスの資源

増大に努めています。具体的には、九頭竜川に遡上した天然のサクラマスを採捕、これを秋まで親魚養成して採卵し、

天然に近い人工種苗を毎年１万尾放流しています。県はこの取り組みを支援し、地域や釣り人達とも協力しながら事

業を行っています。 

平成19年度に事業を開始して以降、釣獲尾数や遊魚券売上枚数は高い水準で推移し、１人あたりの釣獲尾数も増

えています。稚魚放流は地元の幼児園児によって毎年行われるようになり、地元の自然に関心を深めるイベントとし

て定着しました。九頭竜川中部漁協は平成26年よりサクラマス専用遊漁券を発行し、その取り組みは周辺の漁業協

同組合へも拡大されつつあります。この様に九頭竜川のサクラマスは、アユと併せて誘客には欠かせない重要な水

産・観光資源として位置づけられました。 

一方で、サクラマス資源に関する課題もあります。天然の産卵場や育成場が十分に確保されていないため、自然

再生産が安定していないことが懸念されています。また、長年、サクラマスに近い種類のアマゴの放流によりサクラ

マスとの交雑が生じている可能性があります。そこで、内水面総合センターでは、27年度からサクラマスの研究に

着手しました。具体的には、河川での遡上を促す簡易魚道実証試験や産卵場・産卵数を増やす人工産卵場造成技術開

発を行っています。また、アマゴと交雑していない純系サクラマス親魚から種苗生産できるよう、交雑の有無を確認

するＤＮＡ分析手法を開発しています。これらの研究により、自然再生産による資源増大とサクラマス釣り聖地とし

ての保全を図りたいと考えています。 

 

図1 サクラマス（左）とヤマメ（中央）、アマゴ（右） 

図2 サクラマス釣り遊魚券売上枚数の推移 図3 サクラマスの釣獲尾数の推移 

（内水面総合センター  鉾碕 有紀） 

 

 

 

※ 県水産課漁業権行使状況調査より 

 

※ 越前ﾌｨｯｼﾝｸ ｾ゙ﾝﾀー 調べ 

 


